
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 4,0294 4,0444 +0,0150 3,7684 +0,2760

対円 JPY 29,44 29,09 -0,35 32,74 -3,65

対ユーロ BRL 4,3488 4,4237 +0,0749 4,0882 +0,3355

対ドル JPY 118,47 117,67 -0,8000 123,37 -5,7000

対ユーロ JPY 127,72 128,62 +0,90 133,70 -5,08

Index 41.773 40.695 -1.078 45.223 -4.528

bps 481,0 484,0 +3,0 452,8 +31,2

% 15,92 16,15 +0,23 15,69 +0,46

% 15,74 15,77 +0,03 15,91 -0,14

% 0,620 0,620 +0,000 0,477 +0,143

Index 169,5 168,5 -1,0 178,6 -10,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットデータ
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昨日のドルレアルスポット相場は、中国株式市場を巡る混乱が収束しないことを嫌気し、再びレアル売りが

優勢の展開に。取引開始直後に一時４．０７台前半までレアル安が進行した。中国当局がマーケットの混乱

抑制に苦戦しているとの懸念が投資家に拡大していることから、グローバルにリスクセンチメントが悪化。

米ダウ平均株価が前日比２．３％安まで下落した他、ボベスパ指数も前日比２．４％安を記録した。７日の

ＣＳＩ３００指数（上海総合指数と並ぶ中国の代表的な株式指数。機関投資家が利用する場合が多い）は、

取引開始後３０分ももたず７％超下落。今週２度目となるサーキットブレーカーが発動された。なお、中国

証券監督管理委員会（証監会）はこの事態を受けて、同制度の運用を一時停止することを発表。市場の

一部からは、「サーキットブレーカー制度は投資家の売り急ぎを招き、 逆に下げを加速させる」との批判が

出ていた。また、米リッチモンド連銀のラッカー総裁は昨日、「アジア経済の減速が米経済に与える影響を

過大評価しがちであり、現在中国で起きている状況についても冷静に判断する必要がある」と発言している。

ブラジル地理統計院（ＩＢＧＥ）が公表した昨年１１月の鉱工業生産指数は前月比２．４％減少し、２０１３年１２

月以来、約２年ぶりの大幅なマイナスを記録。景気後退の深刻さを浮き彫りにしている。


